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１２めいわ広報

■発行日　平成１９年１２月１０日

おまわりさんになったよ

　交通安全フェスティバルがふるさと産業文化

館駐車場で行われ、パトカー・白バイ写真撮影

コーナーでは、ちびっ子たちが警察官の制服

を身にまとい、お巡りさんになりきっていました。

●みんなの広場

●Photo Topics
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（２）

産業祭・健康
まつり

秋の祭典を満
喫

文化祭・交通
安全フェステ

ィバル

　
第
６
回
産
業
祭
、
第

　
回
健
康
ま
つ
り
、
第

１０　
回
文
化
祭
、
そ
し
て

１０第
　
回
交
通
安
全
フ
ェ

１８
ス
テ
ィ
バ
ル
が
　
月
３

１１

日
か
ら
４
日
に
か
け
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
開
催

さ
れ
、
秋
晴
れ
の
下
約

６
３
０
０
人
の
来
場
者

が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

食
べ
て
・
観
て
・
体
験
し
て
・
楽
し
ん
だ
実
り
の
秋



（３）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

産
業
祭

文
化
祭

健
康
ま
つ
り

交
通
安
全

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
産
業
祭
は
　
月
４
日
、
役
場
駐
車
場

１１

で
開
か
れ
、
約
　
張
の
テ
ン
ト
で
各
種

４０

団
体
や
企
業
が
農
産
物
や
生
鮮
品
、
焼

き
そ
ば
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
販
売
な
ど

が
行
わ
れ
、
出
店
者
の
活
気
あ
ふ
れ
る

呼
び
込
み
に
各
テ
ン
ト
前
は
た
く
さ
ん

の
人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で

も
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
の
無
料
配
布
に
は

長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
健
康

ま
つ
り
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
脳

年
齢
測
定
や
血
圧
、
肺
活
量
な
ど
の
健

康
相
談
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
食
生
活
改

善
推
進
員
に
よ
る
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
ち

び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
メ
タ
リ
ッ
ク

バ
ル
ー
ン
や
ら
く
が
き
せ
ん
べ
い
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

１１
で
行
わ
れ
た
文
化
祭
で
は
、
生
け
花
、
書
道
、
写
真
、
手

芸
や
絵
画
な
ど
多
彩
な
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
、
来
場
者

は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
で
は
、
大
正
琴

や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、
民
謡
民
舞
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
披
露
、

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
日
に
は
、
町
文
化
協
会
設
立
　
周
年
記
念
式

４０

典
も
行
わ
れ
、
長
年
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
　

周
年
記
念
事
業
と
し
て
テ

４０

ノ
ー
ル
歌
手
の
豊
島
正
伸
さ
ん
と
板
倉
町
出
身
の
指
揮

者
、
田
部
井
剛
さ
ん
に
よ
る
歌
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
駐
車
場

で
は
、
第
　
回
交
通
安
全
フ
ェ
ス

１８

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
警
察
署
管
内
の
関
係
団
体
が

一
同
に
会
し
、
広
く
地
域
住
民
に

対
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
・

啓
発
に
努
め
、
参
加
者
と
楽
し
み

な
が
ら
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を

図
る
た
め
毎
年
管
内
市
町
持
ち
回

り
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
警
音

楽
隊
パ
レ
ー
ド
や
飲
酒
疑
似
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ

写
真
撮
影
、
交
通
安
全
大
声
宣
言

選
手
権
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
し

た
ち
び
っ
子
た
ち
は
、
た
ぬ
き
や

う
さ
ぎ
の
着
ぐ
る
み
に
大
喜
び
。

パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
に
も
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

文化協会設立４０周年記念コンサー文化協会設立４０周年記念コンサートト

県警音楽隊パレード



（４）

江
森
　
昇
・
ア
イ
（
上
江
黒
）

飯
塚
芳
八
・
き
ん
（
千
津
井
）

籾
山
幸
一
・
ミ
ツ
エ
（
千
津
井
）

奈
良
原
正
男
・
 し
げ
る
（
千
津
井
）

新
井
敏
平
・
道
子
（
江
口
）

今
成
嘉
一
郎
・
キ
ク
（
江
口
）

今
成
久
四
郎
・
き
い
子
（
江
口
）

柿
沼
一
雄
・
道
子
（
江
口
）

北
島
三
郎
・
と
し
（
田
島
）

滝
口
惣
平
・
よ
し
え
（
田
島
）

奈
良
晴
雄
・
靜
子
（
田
島
）

小
松
原
一
好
・
ま
す
（
南
大
島
）

瀬
下
恒
男
・
光
子
（
新
里
）

坂
上
保
次
・
ふ
さ
（
中
谷
）

清
水
治
雄
・
ま
さ
子
（
梅
原
）

石
塚
勝
治
・
閑
子
（
川
俣
）

早
川
久
美
・
リ
ツ
（
大
輪
）

原
口
昭
一
・
ヤ
ヱ
（
大
輪
）

石
川
寅
雄
・
そ
の
（
矢
島
）

瀧
口
伸
吉
・
ふ
じ
（
上
江
黒
）

新
井
己
一
・
代
志
枝
（
上
江
黒
）

打
木
文
男
・
多
賀
夷
（
上
江
黒
）

田
口
　
辰
・
ま
さ
子
（
上
江
黒
）

薗
部
靜
雄
・
ミ
ヨ
（
千
津
井
）

野
本
茂
一
・
澄
子
（
千
津
井
）

奈
良
保
一
・
イ
サ
子
（
田
島
）

栗
原
秀
男
・
勝
子
（
南
大
島
）

小
松
原
清
德
・
清
子
（
南
大
島
）

蓮
見
冨
治
・
靜
江
（
南
大
島
）

庄
條
　
寿
・
稔
子
（
梅
原
）

恩
田
亀
藏
・
し
ん
（
川
俣
）

荒
川
篤
範
・
春
子
（
須
賀
）

落
合
明
祐
・
テ
イ
（
須
賀
）

神
谷
髙
幸
・
コ
メ
（
須
賀
）

田
口
　
稔
・
し
づ
子
（
須
賀
）

川
村
   登
・
ナ
ツ
子
（
大
輪
）
 
  

田
口
宏
一
・
エ
ツ
（
大
輪
） 
      

原
口
　
幸
・
と
し
（
大
輪
） 

原
口
範
男
・
愛
子
（
大
輪
）

提
箸
劼
美
・
美
知
子
（
入
ケ
谷
） 

秋
野
秀
雄
・
マ
サ
江
（
矢
島
）

石
川
温
也
・
フ
ク
（
矢
島
）

橋
本
芳
郎
・
か
ね
（
矢
島
）

石
村
　
實
・
艶
子
（
大
佐
貫
）

篠
木
　
昭
・
と
め
（
大
佐
貫
）

篠
木
信
雄
・
節
子
（
大
佐
貫
）

本
澤
仁
一
・
節
子
（
大
佐
貫
）

野
本
髙
男
（
大
輪
）

第
５
回
社
会
福
祉
大
会

金
婚
者
顕
彰

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
顕
彰

ダイヤモンド婚者顕彰で表彰される江森さんご夫婦

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
５
回
社
会
福
祉
大
会
が
　
月
　
日
、
受
賞
者
な
ど
関
係
者
ら

１１

１６

約
３
０
０
人
が
出
席
し
て
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
福
祉
へ

の
関
心
を
高
め
理
解
と
参
加
意
欲
を
深
め
て
、
夢
や
希
望
に
満
ち
た
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

の
推
進
を
目
的
に
隔
年
ご
と
に
開
催
。
大
会
で
は
、
恩
田
町
長
・
折
原
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら

老
人
扶
養
模
範
家
庭
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
お
よ
び
顕
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

福
祉
団
体
福
祉
功
労
者
表
彰

明
和
町
長
表
彰
・
顕

彰
・
感
謝



（５）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

○
４
世
代
以
上
同
居
家
庭

和
田
　
實
（
梅
原
）

折
原
一
雄
（
大
佐
貫
）

○
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

矢
澤
伸
枝
（
南
大
島
）

吉
永
　
宏
（
梅
原
）

梁
瀬
勝
治
（
新
里
）

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

斎
藤
　
憲
（
大
輪
）

関
口
　
清
（
新
里
）

塩
谷
正
久
（
川
俣
）

坂
上
敏
幸
（
中
谷
）

瀬
下
　
智
（
新
里
）

梁
瀬
忠
興
（
斗
合
田
）

日
名
子
春
実
（
新
里
）

堀
口
静
代
（
新
里
）

福
田
弘
江
（
新
里
）

長
柄
政
枝
（
梅
原
）

山
形
光
代
（
梅
原
）

石
村
艶
子
（
大
佐
貫
）

薗
田
末
子
（
大
佐
貫
）

中
島
久
子
（
大
佐
貫
）

篠
木
節
子
（
大
佐
貫
）

竹
内
好
美
（
南
大
島
）

立
木
　
茂
（
梅
原
）

青
木
　
實
 （
田
島
）

館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議
会

ケ
ー
ピ
ー
ケ
ー
社
員
一
同

神
田
静
一
（
大
佐
貫
）

福
田
恒
夫
（
梅
原
）

金
子
　
弘
（
入
ケ
谷
）

柿
沼
　
栄
（
下
江
黒
）

内
山
き
よ
子
 （
大
輪
）

田
口
文
雄
（
大
輪
）

本
澤
正
一
（
南
大
島
）

奈
良
正
己
（
田
島
）

石
井
啓
一
（
南
大
島
）

長
谷
川
幸
男
（
田
島
）

多
田
暁
美
（
上
江
黒
）

冨
塚
茂
由
（
田
島
）

佐
藤
祐
司
（
下
江
黒
）

奥
澤
一
雄
（
江
口
）

朝
日
新
聞
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー
 

石
村
フ
ク
子
（
大
佐
貫
）

小
磯
全
紀
（
南
大
島
）

関
本
　
忠
（
南
大
島
）

二
十
里
正
義
（
下
江
黒
）

青
山
　
孝
（
斗
合
田
）

新
井
一
男
（
江
口
）

山
田
隆
夫
（
新
里
）

柿
沼
宏
行
（
田
島
）

秋
野
政
史
（
新
里
）

奈
良
喜
一
郎
（
田
島
）

川
口
美
和
子
（
上
江
黒
）

木
村
芳
茂
（
江
口
）

薗
部
眞
一
（
千
津
井
）

奈
良
義
行
（
田
島
）

野
中
義
雄
（
江
口
）

橋
本
信
子
（
斗
合
田
）

小
松
原
孝
之
（
南
大
島
）

大
牧
　
豊
（
大
輪
）

石
川
恵
一
（
江
口
）

多
田
　
武
 （
上
江
黒
）

大
津
孝
男
（
矢
島
）

田
部
井
　
洋
（
梅
原
）

斎
藤
雅
万
（
大
輪
）

関
口
清
治
（
江
口
）

新
井
　
正
（
上
江
黒
）

三
橋
栄
子
（
中
谷
）

薗
部
　
譲
（
千
津
井
）

立
川
博
一
（
梅
原
）

駒
宮
完
生
（
大
輪
）

渋
沢
ろ
く
（
須
賀
）

本
澤
一
郎
（
南
大
島
）

清
水
金
雄
（
矢
島
）

薗
田
末
子
（
大
佐
貫
）

吉
永
　
節
（
梅
原
）

野
口
　
登
 （
梅
原
）

奥
澤
一
三
（
新
里
）

福
島
洋
子
（
南
大
島
）

小
川
孝
雄
（
川
俣
）

奈
良
修
一
（
田
島
）

蓮
見
厚
雄
（
中
谷
）

　
ア
ビ
イ
ラ
ン
ド
（
大
輪
）

（株）小
松
原
義
男
（
南
大
島
）

川
上
明
夫
（
中
谷
）

奥
澤
秀
子
（
江
口
）

赤
坂
　
勲
（
南
大
島
）

藤
野
雅
之
（
川
俣
）

森
田
良
幸
（
上
江
黒
）

岡
安
貞
一
（
南
大
島
）

民生児童委員功労者で表彰される竹内さん

社
会
福
祉
功
労
者
感
謝

社
会
福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

町
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
・
感
謝

民
生
児
童
委
員
功
労
者
表
彰

社
会
福
祉
功
労
者
感
謝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

感
謝

福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

老
人
扶
養
模
範
家
庭
表
彰



（６）

町のバランスシートを見てみよう～平成１８年度末～

町民一人あたりの
正味資産は１３０万２千円

平成１８年度末のバランスシート（貸借対照表）がまとまりま

した。町では、平成１２年度以降、総務省方式に基づいて作成し、

皆さんにお知らせしています。

■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
わ
か
る
こ
と

　
地
方
公
共
団
体
の
単
年
度
会
計
の
決
算
で

は
分
か
ら
な
い
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た

資
産
や
負
債
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
資
産
の
残
高
と
将
来
の
町
民
の
負

担
と
を
比
較
し
て
分
析
す
る
と
、
資
産
形
成

の
財
源
が
税
等
の
正
味
資
産
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
地
方
債
な

ど
の
負
担
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

そ
の
依
存
割
合
を
見
る
こ
と
で

世
代
間
負
担
の
指
標
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
資
産

　
資
産
と
は
、
将
来
に
わ
た
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る

価
値
、
つ
ま
り
後
世
の
世
代
が

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
に
あ
た
り
ま
す
。
町
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
み
る
と
、
有
形

固
定
資
産
（
土
地
・
道
路
・
学

校
と
い
っ
た
建
設
事
業
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た

り
形
が
残
る
も
の
）
が
全
体
の

約
　
％
に
あ
た
る
１
４
４
億
９
４
１
２
万
円

７４
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
金
、
財
政
調

整
基
金
、
未
収
金
と
い
っ
た
流
動
資
産
は
、

前
年
度
（
　
億
６
５
７
５
万
１
千
円
）
よ
り

２３

８
億
３
５
１
１
万
１
千
円
増
加
し
、　

億
　

３２

８６

万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
目
的
別

の
有
形
固
定
資
産
の
教
育
費
は
、
前
年
度

（
　
億
２
０
８
３
万
１
千
円
）よ
り
５
億
５
３

３７３
５
万
円
増
加
し
、　

億
７
４
１
８
万
１
千

４２

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
体
育
館
・

武
道
館
の
改
築
整
備
な
ど
に
投
資
し
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
消
防
署
な
ど
は
一
部
事
務
組

合
の
施
設
と
な
る
た
め
消
防
費
な
ど
で
資
産
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
負
債

　
負
債
は
、
将
来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
債
務
で
あ
り
、
将
来
の
世
代
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
借
金
で
す
。
負
担
が
多
け
れ
ば

そ
れ
だ
け
町
税
等
か
ら
そ
の
償
還
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
生
じ
る
た
め
、
財
政
の
硬
直
化

を
招
く
一
因
と
な
り
ま
す
。

　
負
債
の
合
計
を
町
民
の
皆
さ
ん
１
人
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
約
　
万
７
千
円
と
な
り
ま

３７

す
。
今
後
も
負
債
の
推
移
に
は
留
意
し
、
将

来
の
世
代
へ
の
極
端
な
財
政
負
担
の
増
加
を

招
か
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
正
味
資
産

　
正
味
資
産
と
は
、
現
在
ま
で
の
世
代
が
既

に
負
担
し
て
お
り
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
正
味
価
値
で
す
。
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
現
在
ま
で
の
世
代

が
多
く
負
担
し
、
負
債
を
大
幅
に
上
回
る
正

味
資
産
を
将

来
の
世
代
に

残
し
て
い
る

こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
一

般

的

に

は
、
将
来
世
代

へ
の
負
担
は

少
な
い
ほ
う

が
よ
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
、

学
校
、
図
書
館
、

体
育
館
な
ど

の
社
会
資
本

（
有
形
固
定
資

産
）
は
長
期
に

わ
た
っ
て
町

民
に
利
用
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
施
設
を

利
用
し
て
便
益
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
将

来
世
代
に
も
公
平
に
負
担
を
求
め
る
考
え
方

か
ら
、
必
ず
し
も
将
来
世
代
の
負
担
比
率
が

低
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
指
標
は
世

代
間
の
負
担
割
合
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と

い
う
財
政
運
営
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
判
断

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町のバランスシート（単位：千円）



（７）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

ち
ょ
っ
と
お
得
な

キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト

　
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
地

域
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
応
援
す
る
た
め
、
ぐ
ん
ま
ち
ょ

い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
（
通
称

「
ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」）
事

業
が
　
月
　
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

１１

１８

ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
協
賛
し
て

い
る
店
舗
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示

す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
お
得
な
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
対
象

・
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お

　
持
ち
の
ご
家
庭

・
妊
娠
中
の
か
た
と
そ
の
ご
家
庭

　（
店
舗
に
よ
り
特
典
内
容
が
異

　
な
り
ま
す
）

※
子
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
在

園
・
在
学
の
か
た
に
は
、
園
・
学

校
で
配
布
し
ま
す
。
そ
の
他
の
対

象
者
は
、
保
健
福
祉
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

□
利
用
方
法
　
県
内
全
域
の
協
賛

ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い

る
店
舗
で
、
ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス

ポ
ー
ト
を
ご
提
示
く
だ
さ
い

□
特
典
内
容
　
各
協
賛
店
舗
ご
と

に
代
金
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
追
加
、

無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
設
定
し

て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
ま
た

は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//k
o
d
o
m
o
.p
re
f.g
u
n
m
a
.jp

）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
保
健
福
祉
課
　
  緯
　
・
３
１
１
３

８４

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

　
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
と
し
た
工
業
統
計
調
査
が
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
月
下
旬
に
町
の
統
計
調
査

１２
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に

は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
（
内
線

１
５
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

臨
時
職
員
募
集

■
職
種
　
給
食
調
理
人

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
雇
用
期
間
　
平
成
　
年
１
月

２０

～
３
月（
６
か
月
延
長
可
）

■
時
給
　
８
５
０
円

■
資
格
　
普
通
自
動
車
取
得
者

■
職
務
内
容
　
学
校
給
食
調
理

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

■
職
務
時
間
　
午
前
７
時
　
分
３０

～
午
後
４
時
　
分（
勤
務
で
き

３０

る
時
間
は
相
談
可
能
で
す
）

■
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２５

（火）

■
申
込
方
法
   市
販
の
履
歴
書

に
記
入
し
て
、学
校
教
育
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、面

接
※
詳
し
く
は
、学
校
教
育
課

（
緯
　
・
３
１
１
５
）へ
。

８４

　
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、
あ
な

た
に
素
敵
な
「
出
会
い
」
を
提
供

し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
　
日
　

２０

１７

（日）

□
集
合
時
間
　
午
前
８
時
　
分
３０

□
集
合
場
所
　
役
場
駐
車
場

□
開
催
場
所
　
益
子
焼
窯
元
よ
こ

　
や
ま
（
栃
木
県
）
他
 

□
内
容
　
陶
芸
体
験
＆
交
流
パ
ー

　
テ
ィ
ー

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
独
身
男
女

２０

□
人
数
　
　
人
（
男
女
各
　
人
）

４０

２０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
当
選
者
に
は
、
実
施

期
日
の
一
週
間
前
こ
ろ
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。

□
参
加
費
　
男
性
４
０
０
０
円
、

　
女
性
２
０
０
０
円
　

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２０

３１

　
日
　
　
必
着

（火）

□
申
込
方
法
　
電
話
、
は
が
き
、

　
メ
ー
ル
（k

e
iza
i@
to
w
n
.m
e
i

w
a
.g
u
n
m
a
.jp
)

、
胃
（
　
・
８４

　
３
１
１
４
）
で
経
済
課
へ
申
し

　
込
む

※
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

郵
便
番
号
を
明
記
の
上
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個

人
情
報
は
他
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

□
申
込
先
　
　

・
〒
３
７
０
倆
０
７
９
５

・
明
和
町
新
里
２
５
０
番
地
１

・
明
和
町
経
済
課
商
工
係
　

※
詳
し
く
は
、
労
使
教
育
委
員
会

（
経
済
課
内
）
ま
た
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
め
き
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

　
労
使
教
育
委
員
会
（
経
済
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  内
線
１
５
３



（８）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
決
定

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
が
決
定
】

　
群
馬
県
広
域
連
合
臨
時
議
会

（
　
月
　
日
開
催
）
で
後
期
高
齢
者

１１

１３

医
療
保
険
料
等
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

□
保
険
料
　
所
得
割
率
７
・
　

％
３６

均
等
割
３
万
９
６
０
０
円
、
賦

課
限
度
額
　
　
万
円

５０

□
葬
祭
費
　
５
万
円

〔
保
険
料
の
計
算
方
法
一
例
〕

□
一
人
当
た
り
の
保
険
料
　「
均

等
割
」
＋
「
基
礎
控
除
後
の
所

得
金
額
×
所
得
割
率
」（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）

※
保
険
料
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
老
人
保
健
制
度
の
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
か
た
へ
】

　
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
後
期

２０

高
齢
者
医
療
制
度
が
施
行
さ
れ
ま

す
が
、
老
人
保
健
制
度
に
お
い
て

障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
　
歳
以

６５

上
　
歳
未
満
の
か
た
は
、
後
期
高

７５
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る
か

な
ら
な
い
か
を
選
択
す
る
こ
と
で

き
ま
す
。

　
被
保
険
者
に
な
ら
な
い
選
択
を

し
た
場
合
は
、
現
在
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
予
め
老
人
保
健
法
に
よ

る
医
療
受
給
資
格
喪
失
届
（
老
人

医
療
受
給
資
格
喪
失
届
）
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
　
歳
に
な
る
ま
で
、
後
期
高
齢

７５
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
り
た
く

な
い
か
た
は
、
認
め
印
、
保
険
証

を
お
持
ち
に
な
り
、　

月
　
日
　

１２

２８

（金）

ま
で
に
住
民
課
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。

※
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
引
き

続
き
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
住
民
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

学
校
教
育
課
　
緯
　
・
３
１
１
５

８４

　
奨
学
金
制
度
は
、
進
学
の
意
欲

と
能
力
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
 経
済
的
理
由
に
よ
り
、
高
等
学

校
以
上
の
学
校
へ
進
学
困
難
な
か

た
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し
し
て
、

才
能
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
も
の

で
す
。

□
貸
与
資
格
　

・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
世

　
帯
の
子
弟

・
品
行
方
正
で
進
学
の
意
欲
と
能

　
力
を
有
す
る
か
た

・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学
資

　
支
出
の
困
難
な
世
帯
の
子
弟

※
た
だ
し
、
出
身
学
校
長
ま
た
は

在
学
学
校
長
が
適
当
と
認
め
推
薦

し
た
か
た
で
す
。

□
貸
与
額

・
月
額
１
万
円
以
内
（
高
等
学
校

　
に
在
学
す
る
か
た
）

・
月
額
２
万
円
以
内
（
高
等
専
門

　
学
校
に
在
学
す
る
か
た
）

・
月
額
４
万
円
以
内
（
大
学
に
在

　
学
す
る
か
た
）

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２０

３１

　
日
　（木）

□
申
込
方
法
　
指
定
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校

　
教
育
課
へ
直
接
申
し
込
む
（
指

　
定
用
紙
は
、
学
校
教
育
課
に
あ

　
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

駅
前
地
区

ワ
ー
キ
ン
グ
部
会

　
　

メ
ン
バ
ー
募
集

　
町
で
は
、
川
俣
駅
周
辺
地

域
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
町
民
と
行
政
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

す
る
体
制
と
し
て
、
新
た
に

「
駅
前
地
区
ワ
ー
キ
ン
グ
部

会
」
を
組
織
し
、
整
備
計
画

案
を
検
討
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
の

２０

か
た

■
人
数
　
若
干
名
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
）

■
募
集
期
間
　
　
月
　
日
　

１２

１２

（水）

～
　
日
　

１９

（水）

■
申
込
方
法
　
都
市
建
設
課

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む
（
受
付
時
に
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
お
尋
ね
し
ま

す
）

※
詳
し
く
は
、
都
市
建
設
課

（
内
線
１
７
２
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

公園の名称「にっさと公園」に決定
広報９月号で募集させていただいた新里地内の公園の名称について、７０人のかたか

ら１１８案の応募をいただきました。厳正なる選考の結果「にっさと公園」と決定し

ました。採用された名称を考えた３人の応募者の中から抽選の結果、後藤伸也さん

（南大島）に「梨ワイン」がプレゼントされます。たくさんのご応募、ありがとうご

ざいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市建設課　内線１７２



（９）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

第
３
号
被
保
険
者
は
届
け
出
が
必
要
　
住
民
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
第
３
号
被
保
険
者
と
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
夫
（
ま
た
は
妻
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
配

２０

６０

偶
者
で
す
。
第
３
号
被
保
険
者
は

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
配
偶
者
の
勤
務
先
を

通
じ
て
社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け

出
ま
す
。

【
特
別
な
理
由
も
な
く
届
け
出
が

遅
れ
た
場
合
】

　
届
け
出
か
ら
２
年
前
以
内
の
期

間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
保
険
料
納
付
済
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間

は
「
保
険
料
未
納
の
取
扱
い
｣
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
将
来
年
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た

り
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
３
月
　
日
以

１７

３１

前
に
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し

て
い
た
も
の
の
、
そ
の
届
け
出
を

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
配
偶
者
の
勤
務

先
を
通
じ
て
社
会
保
険
事
務
所
へ

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去
の

未
届
期
間
が
す
べ
て
保
険
料
納
付

済
期
間
と
な
る
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
以
後
の

１７

期
間
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
事

情
で
届
け
出
に
遅
滞
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
の
届
け
出
を
遅
滞
し
た
こ

と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
由

が
あ
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
配

偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
社
会
保

険
事
務
所
へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ

り
、
過
去
の
未
届
期
間
が
す
べ
て

保
険
料
納
付
済
期
間
と
な
る
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
た
は
、

社
会
保
険
事
務
所
（
緯
　
・
３
７

４９

１
１
）
へ
。

障がい者控除対象者
認定書を交付します

　町の要介護認定を受けている６５歳

以上の高齢者で、認知症や身体上の障

害が一定の基準に該当するかたに対し

て、障害者・特別障害者に準ずる認定

書を交付します。認定書の必要なかた

は保健福祉課へ申請してください。

※申請書は、保健福祉課にあります。

【税法上の障がい者控除などが受けら

れます】

　認定書は、所得税や町民税の申告の

際に提示することで、税法上の障害者

控除などが受けられます。　　　　　

【申請手続きの必要のないかた】

　身体障害者手帳等の交付を受けてい

るかたは、その手帳により控除が受け

られますので、申請手続きは必要あり

ません。

※詳しくは、保健福祉課（緯８４・３１１３）

へお問い合わせください。

新
た
に
２
社
を

　
　
指
定
工
事
店
に

　
町
で
は
　
月
　
日
、
新
た
に

１０

２５

町
給
水
装
置
お
よ
び
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
と
し
て
次
の

２
社
を
指
定
し
ま
し
た
。

■
名
　
称
　
伊
皆
設
備

■
所
在
地
　
邑
楽
郡
大
泉
町
城
之

内
３
倆
　
倆
　

２４

１２

■
連
絡
先
　
緯
　
・
８
３
４
９

６３

■
名
　
称
　
友
和
設
備
工
業
禍

■
所
在
地
　
邑
楽
郡
千
代
田
町
大

字
舞
木
９
７
５
番
地
の
２

■
連
絡
先
　
緯
　
・
２
２
９
８

８６

※
工
事
店
一
覧
に
つ
い
て
は
、

水
道
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
】
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
３
４

災害時の飲料水を確保
災害時救援物資提供協定

　１１月１４日、三国コカ・コーラボトリン

グ㈱群馬支社から申し出があり、災害時

における救援物資提供に関する協定を結

びました。これは、同社の社会貢献活動

の一環として、役場庁舎と社会体育館に

設置してある同社のメッセージボード付

き飲料水自動販売機内の飲料水を災害時

に無償提供していただくほか、町から要

請があれば飲料水の優先的な安定供給を

行っていただけるというものです。

協定を交わす恩田町長と木暮支社長



（１０）

　
町
で
は
平
成
　
年
度
成
人
式

１９

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
本
町
在
住
で
な
く
て
も
、
本
町

出
身
の
か
た
で
申
し
出
て
い
た
だ

け
れ
ば
出
席
で
き
ま
す
。
生
ま
れ

育
っ
た
土
地
で
成
人
式
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

□
日
時
   平
成
　
年
１
月
　
日
　

２０

１３

（日）

　
午
前
９
時
　
分
受
付

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
□
対
象
者
   昭
和
　
年
４
月
２
日

６２

か
ら
昭
和
　
年
４
月
１
日
ま

６３

で
の
生
ま
れ
で
、
本
町
に
住
民

登
録
し
て
い
る
か
た
、
並
び
に

本
町
出
身
で
本
人
よ
り
申
し

出
が
あ
っ
た
か
た

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
へ
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
せ
ん
か

　
社
会
体
育
館
　
　
緯
　
・
４
６
２
６

８４

□
期
日
   平
成
　
年
３
月
　
日
　

２０

２６

（水）

～
　
日
　
（
５
泊
６
日
い
ず
れ

３１

（月）

も
船
内
泊
）

□
研
修
先
  小
笠
原
諸
島
父
島
 

（
二
見
港
）

□
人
数
　
２
人
 （
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
） 

□
対
象
　
町
内
在
住
で
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
男

　
女
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

船
内
生
活
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
を
含
む
研
修
等
に
お
い
て

団
体
行
動
が
可
能
な
か
た

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１２

１１

（火）

２１

日
　（金）

□
参
加
費
　
４
万
円

□
申
込
方
法
   海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む
（
月
曜
休
館
日

を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
春
キ
ン
ボ
ー
ル
交
流
大
会

■
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日

２０

２０

　
　（日）

■
場
所
　
社
会
体
育
館

■
対
象
　
小
学
５
年
生
以
上
の

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
原
則
と

し
て
行
政
区
単
位
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
）

■
部
門
　

・
学
生
の
部
（
小
学
５
年
生
以
上

中
学
生
ま
で
）

・
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～

１２

２１

（金）

平
成
　
年
１
月
　
日
　

２０

１０

（木）

■
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ

　
直
接
申
し
込
む

ス
キ
ー
教
室

■
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日

２０

１９

　
　（土）

■
場
所
　
会
津
高
原
た
か
つ
え

　
ス
キ
ー
場

■
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
　

　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
人
数
　
　
人
８０

■
参
加
費
　
２
０
０
０
円

■
申
込
開
始
　
　
月
　
日
　
　

１２

２３

（日）

　
午
後
１
時

※
　
月
　
日
　
の
午
前
９
時
か

１２

２３

（日）

ら
申
込
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ

　
直
接
申
し
込
む

ふ
る
さ
と
で
成
人
式
に
参
加
し
よ
う

　
生
涯
学
習
課
　
　
緯
　
・
４
４
９
１

８４

　
町
体
育
指
導
委
員
と
一
緒
に
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ス
マ
イ
ル

ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２０

１２

（土）

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
場
所
　
西
小
学
校
校
庭
・
同
体

育
館

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２０

１１

日
　（金）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
人
数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、

当
日
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

海
洋
体
験
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
よ
う

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
緯
　
・
５
５
１
１

８４

　
社
会
体
育
館
　
　
緯
　
・
４
６
２
６

８４

大
会
・
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことは

ありませんか？そんな時は電話で緊急

放送などの内容を聞くことができます。

緯０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願い
ます。



（１１）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/

　
町
役
場
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
１

８４

建物を壊したら滅失届を

　平成１９年中に建物を壊したら、滅失届

を平成２０年１月３１日（木）までに税務課

へ申告してください。

※詳しくは、税務課（内線１１２）へお問い合

わせください。

講座・大会等参加者募集

　
役
場
の
一
般
事
務
は
、
年
末
は

　
月
　
日
　
ま
で
、
年
始
は
１
月

１２

２８

（金）

４
日
　
か
ら
で
す
。

（金）

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
の
深

い
戸
籍
届
出
や
ご
み
の
収
集
な

ど
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す

の
で
、
手
続
き
や
届
出
等
は
、
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
役
場
窓
口
事
務
】

　
出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な

ど
の
戸
籍
届
出
は
、
休
み
の
期
間

中
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
　
住
民
課
　
緯
　
・
３
１
１
１

８４

【
中
央
公
民
館
・
社
会
体
育
館
】

猿
年
末
 　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

猿
年
始
 １
月
４
日
　
か
ら

（金）

中
央
公
民
館
　
緯
　
・
４
４
９
１

８４

社
会
体
育
館
　
緯
　
・
４
６
２
６

８４

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福

祉
会
館
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２６

（水）

猿
年
始
  １
月
５
日
　
か
ら

（土）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
９
２
６

８４

社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
３
０
１

９１

【
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書

館
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（木）

猿
年
始
  １
月
５
日
　
か
ら

（土）

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
図
書
館

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
５
５
５
５

８４

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２７

（木）

猿
年
始
  １
月
５
日
　
か
ら

（土）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
５
５
１
１

８４

【
可
燃
ご
み
の
収
集
】

猿
年
末
  　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

猿
年
始
  １
月
４
日
　
か
ら

（金）

環
境
課
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
１

８４

【
し
尿
の
く
み
取
り
】

猿
年
末
　
月
　
日
　
ま
で

１２

２８

（金）

猿
年
始
１
月
４
日
　
か
ら

（金）

㈲
大
朏
興
業
　
緯
　
・
４
１
８
６

７３

役
場
等
年
末
年
始
の
お
休
み

【男性のための食生活講座】

■日時　平成２０年１月２３日（水）、２月２０日

（火）　午前９時４５分（２回コース）

■場所　中央公民館

■内容　ミニ講話「生活習慣病を防ごう」と

調理実習

■対象　町内在住者

■参加費　無料

■申込期限　平成２０年１月１１日（金）

■申込方法　保健福祉課へ電話で申し込む

※当日は、エプロン・三角巾・ふきん１枚・

米１合をお持ちください。詳しくは、保健福

祉課（緯８４・３１１３）へお問い合わせください。

【書き初め大会】

■日時　平成２０年１月６日（日）　午前１０時

～正午

■場所　中央公民館

■対象　町内のかたならどなたでも

■参加費　無料

■申込期間　１２月１３日（木）～２０日（木）

■申込方法　中央公民館へ電話で申し込む

※課題については、参加者に後日お知らせし

ます。詳しくは、中央公民館（緯８４・４４９１）へ

お問い合わせください。

【皮で小物を作ろう】

■日時　平成２０年１月２２日、２月５日・１２

日（火）　午後１時３０分～午後３時３０分（全

３回）

■場所　中央公民館

■対象　町内のかたならどなたでも

■人数　１５人

■参加費　４００円

■申込期間　１２月１３日（木）～２０日（木）

■申込方法　中央公民館へ電話で申し込む

※詳しくは、中央公民館（緯８４・４４９１）へお問

い合わせください。

よ
み
む
め
む
じ
か
の

お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
よ

み

む

め

む

じ

か
」
は

館

林

市

の

お

話
・
音

楽

グ

ル
ー
プ
で
、
子
育
て
を
通
し

て
音
楽
好
き
や
絵
本
好
き
の

お
母
さ
ん
が
出
会
っ
て
で
き

た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
音
楽
に

お
話
し
の
世
界
を
の
せ
て
、

楽
し
い
時
間
を
お
届
け
し
ま

す
。

■
日
時
　

平
成
　

年
１
月
　

２０

２６

日
　
　

午
前
　

時
　

分

（土）

１０

３０

■
場
所
　

ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館

■
入
場
料
　

無
料

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
（
緯
　

・
５
５
５

８４

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１２）

江森商工会長から表彰される小暮さん

霊前に平和への誓いを述べる高橋さん

平和を願う心を常に
町戦没者追悼式

　１１月９日、町戦没者追悼式が中央公民館で遺族を

はじめ、恩田町長ら関係者約３５０人が参列し、しめ

やかに行われました。この追悼式は、祖国のために

若き命を捧げた３００余名の町内戦没者に対し、町民

を挙げて追悼の誠を捧げるため、菊薫るこの時期に

毎年実施。式では、明和中学校１年高橋加奈さんが

「平和を願う心を常に持っていたなら、いつか必ず

この世界に平和が訪れるのだと思います」と次代を

担う若者を代表して述べました。

６社の工場長が語った懇談会

　館林邑楽地域に進出している大手企業の工場長が、

地域との共生や今後の展望について語る立地企業懇

談会が１１月２７日、ふるさと産業文化館で開かれま

した。

　初の試みである懇談会では、アドバンテスト群馬

Ｒ＆Ｄセンタ（明和町）等の６社の工場長がパネリ

ストを務め、地域に立地した経緯や操業上の課題と

行政への要望、地域との共生、今後の展望等につい

て語りました。

今後の産業振興の手掛かりに
立地企業懇談会

新商品を説明する生徒

　１１月５日、館林商工高３年生が、課題研究の一環

として、シクラメンや梨など町の特産品を使った新商

品を開発し、役場会議室で発表会を開催しました。生

徒達はプロジェクターを使って新商品の企画や製造手

法、コストなどを説明。これらのアイデアを現実のもの

とするため、町の「元気な華の里づくり支援事業」にも

申請しており、認められればその資金で実際に製造

メーカーに依頼して商品化し、町の特産商品として今

後のイベント会場などで販売するそうです。

館商工高生が町ＰＲ商品開発
明和町振興新商品発表会

　１１月２２日、明和町・町商工会・町労使教育委員会

共催で、第１回永年勤続優良従業員表彰式が役場会

議室で開かれ、町内の事業所に勤務し、企業の発展に

功績のあった１２人が表彰されました。

　表彰されたかたは次のとおりです。（敬称略）

葛勤続３０年　新井邦夫　葛勤続２０年　三田五月、

小暮和子、池田弘子、広瀬栄子、梁瀬佐久枝、松沢和

子　葛勤続１０年　尾島登一、野村せつ子、桜井義久、

阿部尚輔、深野敏博

企業発展功績者１２人を表彰
　永年勤続優良従業員表彰



TOPICSTOPICSPhotoPhoto

（１３）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

表彰される奈良原くん

子どもたちから６５点のゆめ
町青少推ポスターコンクール表彰式

　１１月１４日、町内小学生を対象に初めての「ぼくのゆ

め　わたしのゆめ」ポスターコンクールの表彰式が中

央公民館で行われました。このコンクールは、町青少

年育成推進協議会（砂賀新一会長）が子どもたちに夢

を持ってもらおうと、将来なりたい職業を描いてもらっ

たもの。子どもたちから６５点が寄せられ、審査の結果

１２人が入賞。会長賞に奈良原連くん（東小１年）と猪

股桜子さん（西小４年）が受賞。なお、６５点の作品は、

１２月２５日まで中央公民館に展示されています。

表彰された加藤さん

社会福祉の増進に貢献
厚生労働大臣表彰

　１１月２日、加藤洋子さん（川俣）は多年にわたり

社会福祉の増進に貢献された功績が認められ、平成

１９年度全国社会福祉大会の席上、厚生労働大臣より

表彰状が贈られました。

　加藤さんは、昭和５５年よりホームヘルパーとし

て福祉業務に従事。平成１５年４月からは、町内全

域の人に訪問調査や介護保険各事業の総合計画に

携わるなど福祉増進を図り、現在では更に介護認定

審査会の委員と福祉一筋に活躍しています。

準優勝したSPARKINSチーム

　県総合スポーツセンターで１１月４・１１日に実施さ

れた第４５回群馬県民体育大会秋季大会において、バ

スケットボール競技・郡の部に出場したSPARKINS

（明和町）邑楽郡代表チームが準優勝を飾りました。

　同チームは、２０代を中心としたバスケットボール

チームで、週２回社会体育館で練習に励んでいます。

また、チーム代表の奈良和樹さんは、町でバスケット

ボール協会を立ち上げるなどバスケットボール人口の

普及にも活躍されています。

SPARKINSが県大会準優勝
群馬県民体育大会秋季大会

次々と持ち込まれる廃タイヤ

廃タイヤもリサイクル
廃タイヤ・廃消火器有料回収

　町環境保健委員会は１１月２３日、昨年に引き続き

廃タイヤ・廃消火器の有料回収を社会体育館西側駐

車場で行いました。

　家庭で不要となったタイヤや消火器の処分に

困っているかたがたに昨年たいへん好評だった回

収を今年も行ったところ、合計１０９本の廃タイヤと

１０本の廃消火器が集まりました。集められたタイ

ヤなどは、工場などで使われる燃料や人工芝などに

リサイクルされます。



中央公民館、社会体育館、海洋センター、ふるさと産業文化館・図書館の情報や話題を紹介するコーナーです。

B kOO
      図 書 館 情 報

●開館時間

　午前９時３０分～午後６時１５分

●ご利用方法

・本や視聴覚資料を借りるときは  

　図書利用カードが必要です。

・この利用カードは他人に貸さな

　いで、大切にしてください。

・この利用カードを無くしたかた、

　拾ったかた、住所や電話番号が

　変わったかたはお知らせくださ

　い。

【問】図書館　緯(８４)５５５５

なかま

（１４）

児　　童　　書　　一　　般　　書
順位

分類タイトル・著者分類タイトル・著者

トイレ
トイレのおかげ
森枝雄司／写真・文

手芸
子どものイラストでママが作るキッズのバッグ

阪本あや子／著
１位

絵本
もったいないことしてないかい？

真珠まりこ／作・絵
旅行

世界遺産石見銀山を歩く
仲野義文／監修

２位

伝記
「チョコレート工場」からの招待状　ロアルド・ダール

チャールズ・Ｊ．シールズ／著

ｲﾝﾀー
ﾈｯﾄ

ネットリテラシー診断ドリル
佐橋慶信／著

３位

絵本
サンタクロースとぎんのくま
マレーク・ベロニカ／ぶん・え

ｴｯｾｲ
走ることについて語るときに僕の語ること

村上春樹／著
４位

外国
文学

ファンタージエン　言の葉の君
ペーター・デンプフ／著

あや
とり

親子のあやとりＢＯＯＫ
グループ・コロンブス／編

５位

【今月のおすすめランキング】

「なかま」は町内で活動しているサー

クル・団体を紹介しています。

手作り趣味の会の皆さん

 代表　関口　福枝　

手作り趣味の会

　
手
作
り
趣
味
の
会
は
、
発
足
し
て

十
余
年
、
何
か
を
創
っ
て
遊
び
た
い

人
達
の
集
ま
り
で
す
。
余
り
布
、
包

装
紙
、
牛
乳
パ
ッ
ク
と
、
身
近
に
あ

る
も
の
を
利
用
し
て
小
さ
な
か
わ

い
い
も
の
に
作
り
か
え
ま
す
。
仕

上
が
っ
た
作
品
は
、
お
友
達
、
お
孫

さ
ん
達
に
あ
げ
て
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
今
は
来
年
の
干
支
の
ね

ず
み
を
手
袋
で
作
っ
て
い
ま
す
。

今
度
は
何
を
創
ろ
う
か
と
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【活動】
　毎月第３木曜日に公民館で余り布
などを利用してかわいい飾り物など
を作っています。

【映画会のお知らせ】

 土 金 木 水 火 月 日

 ５  ４  ３  ２  １     

 １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６

 １９ １８ １７ １６ １５ １４ １３

 ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０

    ３１ ３０ ２９ ２８ ２７

　　　　　　は休館日

１月ごよみ

『千夏のおくりもの』

□日時　１２月１６日（日）　午後１時３０分（６０分程度）

□内容　父親の徹が勤める保育園に通う千夏は、好奇心いっぱいの女の子。

大学講師である母親の瑠璃は、研究に熱中し、千夏の世話があま

りできていない。そんな中、瑠璃に転勤の話が持ち上がり…。

□場所　ふるさと産業文化館

□料金　無料
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E tven

（１５）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

　
第
　
回
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
　

１１

１１

月
　
日
、
利
根
川
総
合
運
動
場
で

１１
行
わ
れ
、
時
折
小
雨
が
降
る
天
候

で
し
た
が
、
県
外
か
ら
の
参
加

チ
ー
ム
も
多
数
参
加
し
、
男
女
合

わ
せ
て
　
チ
ー
ム
、
約
４
０
０
人

３８

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
田
舎
選
抜
　

準
優
勝
　
Ｆ
Ｃ
　
Ｍ
Ａ
Ｄ

３
　
位
　
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
ポ
ッ
ポ
ラ
ー
レ

準
優
勝
　
フ
ェ
リ
ス
Ａ

３
　
位
　
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ

　

　
第
　
回
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

４８

会
が
　
月
　
日
、
町
バ
レ
ー
ボ
ー

１１

１１

ル
協
会
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

優
　
勝
　
ク
ィ
ー
ン
ズ

準
優
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

　
第
８
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
会
大
会
が
　
月
　
日
、
社
会

１１

１８

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
Ｋ
Ｓ
Ｖ
ク
ラ
ブ
Ａ

準
優
勝
　
な
ん
く
る
な
い
さ
～

第
３
位
　
Ｋ
Ｓ
Ｖ
ク
ラ
ブ
Ｂ

優
　
勝
　
矢
　
島

準
優
勝
　
千
江
田

第
３
位
　
須
　
賀

　
平
成
　
年
度
第
９
回
ソ
フ
ト

１９

ボ
ー
ル
協
会
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
表
彰
式
が
、
　

月
　

１１

２３

日
行
わ
れ
、
４
月
　
日
の
開
幕
戦

１９

か
ら
９
月
　
日
の
最
終
戦
ま
で
５

２０

か
月
間
の
戦
い
に
８
チ
ー
ム
が
競

い
合
い
ま
し
た
。

優
　
勝
　
フ
ラ
ッ
プ

準
優
勝
　
Ｋ
Ｐ
Ｋ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
千
津
井
ク
ラ
ブ

第
４
位
　
江
口
愛
好
会

第
５
位
　
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

第
６
位
　
田
島
ソ
フ
ト
愛
好
会

第
７
位
　
新
里
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

第
８
位
　
リ
カ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

秋
季
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

優勝したフラップ

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　

　
　
　
　
愛
好
会
大
会

協

会

杯
　
　
　
　
　
　

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優勝した田舎選抜

協
会
杯
争
奪
　
　
　
　

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

勝点

勝敗

リ
カ
ー
ズ

 新
里

ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

 田
島

ソ
フ
ト
愛
好
会

 大
明

ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

江
口
愛
好
会

千
津
井
ク
ラ
ブ

 Ｋ
Ｐ
Ｋ

ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

フ
ラ
ッ
プ

チーム名

１４点

７勝０敗

○

２４－３

○

２１－３

○

１６－１

○

２４－１１

○

２０－６

○

５－２

○

１０－５
フラップ

１２点

６勝１敗

不戦勝

７－０

不戦勝

７－０

○

１７－１０

○

２０－４

○

２９－５

○

７－５

●

５－１０

ＫＰＫ
ソフトクラブ

１０点

５勝２敗

○

３０－５

○

１４－７

○

１６－５

○

８－１

○

８－２

●

５－７

●

２－５
千津井クラブ

８点

４勝３敗

○

１２－１１

○

１５－７

○

１６－９

○

８－６

●

２－８

●

５－２９

●

６－２０
江口愛好会

６点

３勝４敗

○

１０－８

○

１６－１１

○

１０－７

●

６－８

●

１－８

●

４－２０

●

１１－２４

大明
ソフトクラブ

２点

１勝６敗

○

３１－７

●

１５－３１

●

７－１０

●

９－１６

●

５－１６

●

１０－１７

●

１－１６

田島
ソフト愛好会

２点

１勝６敗

●

０－７

○

３１－１５

●

１１－１６

●

７－１５

●

７－１４

不戦敗

０－７

●

３－２１

新里
ソフトクラブ

２点

１勝６敗

○

７－０

●

７－３１

●

８－１０

●

１１－１２

●

５－３０

不戦敗

０－７

●

３－２４
リカーズ

第９回協会杯争奪ソフトボールリーグ戦成績表



（１６）

　　こども園 

　「５歳児」の作品を紹介

美術館

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

　ご意見いただいた件につきまして、早速現地

を確認した結果、町道に樹木が垂れ下がり、見

通しを妨げ道路通行上危険な状態でした。こ

のため、地権者に危険な状態であることを伝え、道路上

に垂れ下がっている枝の伐採を指導しましたところ、

近日中に伐採する旨を確認しました。

　町では、道路の安全確保のため、見通しを妨げる樹木

の枝などの除去に努めておりますので、よろしくお願

いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境課）

　家の植木が道路の半分程まで垂れ下がって

いる町道で、先日、車とすれ違う時に枝で車を

こすってしまいました。幸いたいしたことは

ありませんでしたが、キズでも付けば損害賠償しても

らうつもりです。

　それよりも町の行政の指導で、普通に車がすれ違い

できるように枝の伐採をお願いしてもらいたいと思い

ます。今のままだと落葉と実が腐り道路も汚れてとて

も見苦しい状況です。

　今度の町長さんは対応が早いと聞いておりますので、

早急に改善されない場合には、町長さんに直訴するつ

もりですので、早めの対策をお願いします。　　　　　

　　                    　　　　　　　　　　　（匿　名）

ちゃんちゃん

２歳９か月　中谷
Ｈ１７年２月１９日生まれ

秋田 凜々花 
り り か

いつも元気いっぱいの

凜々花。お姉ちゃん、

お兄ちゃんと仲良く元

気に過ごしてね。

２歳６か月　川俣
Ｈ１７年５月１３日生まれ

いつも元気で おてん

ば な くーちゃん。こ

れからも元気に育っ

てね。

（家族より）

藤野 紅彩 
く れ あ

（家族より）

左から佐藤 伊吹生 く
いぶき

ん、小泉 優人 くん、原口ミハイルくん、
ゆうと

織田 隼斗 くん、近藤　 雪 ちゃん、三浦　 楓 ちゃん
はやと ゆき かえで

テーマ　「もしも、私たちが街をつくったら」

作品について

　”シムシティー”、僕たち私たちが街づくりをし

ました。飴やさん、ケーキ屋さん、マンション、

お城、お家、森林公園ができました。自動車が走

り、ジェット機が飛んでます。便利で住みよい街

ができました。



（１７）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

町民リポーター

　世界には、児童労働をしなければならない子供達がいることをご存知

でしょうか。児童労働とは「幼い子供達が学校にも行かず友達とも遊ば

ずに労働をする事」だと漠然とした思いしかありませんでしたが、現地

に降り立ち平和で自由に生活できる事の素晴らしさ児童労働の難しさ

を思い知らされました。その難しさは「貧困・無国籍・少数民族・山岳

民族・無関心・無気力・無教育等」多くの事が重なりあっている事です。

　一緒に活動をしている国連の仲間（退官）もそれ自体の難しさ（貧困

等構造的問題、政府、コ

ミュニティレベルの無気

力、無関心など）に加え、

コミュニティーや外部の者が誰にどの規模でどの立場（国連、NGO、企

業、個人）で、どのように援助（国際的な流れの中・草の根の概念等）

できるのか、やり方も様々であり「国連職員であり民間人でありアジア

人であり日本人である自分に日々自問自答している」といっておりまし

た。そして私達に今できる事は何かと考える傍ら、一人でも多くの方に

伝える事から始めようと思っております。

　　　※この続きは、ホームページでご覧いただけます。

（新里）

町民リポーター

高橋一夫

世界の子供達
国連の仲間と一緒に活動

ビルマ難民の家

ビルマ人難民キャンプ地内の学校

　
五
番
語
歌
堂
は
、
宗
旨
は
臨
済
宗
、

ご
本
尊
は
慈
覚
大
師
円
仁
が
作
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
准
胝
観
音
で
あ

る
。
多
く
の
寺
院
は
樹
木
に
囲
ま

れ
た
緑
豊
か
な
境
内
に
建
っ
て
い

る
の
が
定
番
で
あ
る
が
、
こ
の
寺
は

不
思
議
と
建
物
に
色
ど
り
を
添
え

る
緑
木
と
い
う
も
の
が
見
あ
た
ら

な
い
。
四
ツ
辻
の
傍
ら
に
仁
王
門

と
観
音
堂
だ
け
が
ポ
ツ
ン
と
い
う

感
じ
で
建
っ
て
い
る
。
な
に
か
小

さ
な
辻
公
園
と
い
っ
た
感
じ
で
あ

る
。
こ
の
御
堂
の
創
設
者
本
間
孫

八
は
信
仰
心
が
非
常
に
厚
く
、
慈
覚

大
師
の
徳
を
慕
い
大
師
の
彫
刻
さ

れ
た
准
胝
観
音
を
安
置
す
る
た
め

に
私
財
を
喜
捨
し
て
堂
宇
を
建
立

し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
孫
八
は
和
歌
の
道
に
も
親

し
む
風
流
人
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

あ
る
夜
、
こ
の
御
堂
に
旅
人
が
訪
れ
、

孫
八
と
徹
夜
で
和
歌
の
奥
義
を
論

じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
夜
明
け
と
と
も

に
旅
人
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た

の
で
孫
八
は
不
思
議
に
思
っ
て
い

る
と
、
や
が
て
旅
人
が
聖
徳
太
子
の

化
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
語
歌

の
堂
と
名
付
け
た
と
い
う
の
が
寺

名
の
由
来
で
あ
る
。
語
歌
堂
は
無

住
の
寺
で
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
位
離

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
長
興
寺
の
管

理
と
な
っ
て
い
て
納
経
も
そ
こ
で

し
て
く
れ
る
。
い
つ
の
頃
か
ら
か

不
明
だ
が
語
歌
堂
は
長
興
寺
の
境

内
に
あ
り
、
享
保
五
年
現
在
の
地
に

移
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　
【
リ
ポ
ー
タ
ー
　
篠
木
茂
雄
】

続
・
秩
父
三
十
四
札
所
巡
礼
行
　

五
番
寺
 語
歌
堂

NO.４

仁王門と語歌堂



INFORMATION
掲示板

（１８）

　
企
業
立
地
促
進
法
は
、
平
成
　１９

年
度
に
制
定
さ
れ
た
新
し
い
法
律

で
、
地
域
の
強
み
と
特
性
を
活
か

し
た
産
業
集
積
の
形
成
を
め
ざ
す

も
の
で
す
。

　
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
県
と

市
町
村
が
共
同
で
策
定
す
る
、
い

わ
ゆ
る
企
業
立
地
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
が
「
基
本
計
画
」
で
す
。

　
群
馬
県
と
県
内
の
　
市
町
村
が

３０

共
同
で
次
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、

平
成
　
年
　
月
　
日
に
国
の
同
意

１９

１０

１７

を
得
た
こ
と
か
ら
、
基
本
計
画
が

実
行
段
階
に
移
り
ま
し
た
。
明
和

町
は
ア
ナ
ロ
グ
関
連
産
業
・
健
康

科
学
産
業
・
基
盤
技
術
産
業
の
基

本
計
画
の
３
計
画
が
対
象
で
す
。

○
企
業
立
地
計
画
と
は

　
基
本
計
画
の
区
域
内
に
立
地

（
工
場
等
の
新
増
設
）を
し
よ
う
と

す
る
企
業
の
計
画
で
す
。
３
計
画

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
種
の

事
業
者
の
か
た
が
、
工
場
等
の
新

増
設
の
着
手
前
に
計
画
を
策
定
し
、

知
事
に
承
認
申
請
を
行
い
ま
す
。

○
企
業
立
地
計
画
の
承
認
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト

①
工
場
・
機
械
等
の
特
別
償
却（
償

却
率
は
建
物
８
％
、
機
械
　
％
国

１５

の
規
定
に
よ
り
、
対
象
業
種
が
限

ら
れ
ま
す
）

②
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例

（
保
険
限
度
額
の
引
き
上
げ
）

③
地
方
税
の
優
遇
措
置
（
立
地
す

る
市
町
村
に
よ
っ
て
措
置
の
有
無

や
内
容
が
異
な
り
ま
す
）

○
対
象
と
な
る
地
域
と
業
種

　
基
本
計
画
の
対
象
と
な
る
地
域

と
業
種
は
、
企
業
立
地
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://jilc.

o
r.jp
/k
rsc/in

d
e
x
.h
tm
l

）へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
企
業
立
地
計
画
の
申
請
等
に
つ

い
て
は
、
群
馬
県
産
業
創
造
促
進

室
（
緯
０
２
７
・
２
２
６
・
３
３

２
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
】
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
で
は
、
専
門
医
師
に
よ
る
薬

物
（
ア
ル
コ
ー
ル
含
む
）
等
依
存

の
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
是
非
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

□
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
　
前
橋
市
野
中
町
３

６
８

□
申
込
方
法
　
直
接
電
話
で
申
し

込
む
（
予
約
制
）

【
問
】
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー

緯
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

お
知
ら
せ

企
業
立
地
計
画
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

企
画
課
　

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
１
月
　
日
　
　

１０

（木）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
森
尻
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
１
月
１
日
～
８

　
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　

１２

１７

（月）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１２

２０

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
１
月
　
日
・
　
日
　
 　

１１

１８

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
１
月
８
日
　
　

（火）

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
１
月
　
日
　

１０

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
の
受

　
付

□
対
象
　
　
年
１
月
、　

年
１

１８

１９

月
・
３
・
６
・
９
月
生

定
期
相
談
・
健
診

薬
物
依
存
症

ご
相
談
く
だ
さ
い

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー



（１９）広報めいわ　平成１９年１２月１０日

　
毎
年
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で

１２

１０

１６

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携

し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ

の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
国
民
的
課
題
で
あ
る

拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る

中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

官
邸

h
ttp
://w
w
w
.k
a
n
te
i.g
o
.jp
/jp
/si

n
g
i/ra
ti/in
d
ex
.h
tm
l

外
務
省

h
ttp
://w
w
w
.m
o
fa
.g
o
.jp
/m
o
fa
j

/a
rea
/n
_k
o
rea
/in
d
ex
.h
tm
l

　
群
馬
県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
に
年
末
資
金
の
融
資
を
本
年

度
も
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

□
融
資
限
度
額
　
１
０
０
０
万
円

以
内

□
融
資
期
間
　
５
か
月
以
内

□
融
資
利
率
　
年
　
％
以
内
（
信

１．９

用
保
証
付
の
場
合
は
年
　
％
以

１．５

内
）

□
受
付
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２０

３１

日
　（木）

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２０

２０

（日）

午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
人
数
　
　
人
２０

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
出
来

ま
す

□
参
加
費
　
無
料

□
講
師
　
館
商
工
高
職
員
（
館
商

工
高
生
徒
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

□
内
容
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

メ
ー
ル
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

メ
ー
ル
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

ま
で
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２５

（火）

□
申
込
方
法
　
企
画
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
　

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

大
室
 実
穂
 （
直
樹
・
貴
子
／
須
賀
）

み

ほ

石
田
 依
央
 （
真
介
・
奈
保
／
中
谷
）

い

お

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

田
子
次
枝
　
　
　
　
江
口
　
仁
一

８８

金
子
基
一
　
　
　
　
入
ケ
谷

　
定
夫

８９

須
永
久
次
　
　
　
　
江
口
　
賢
一

８９

松
本
よ
し
　
　
　
　
大
輪
　
軍
次
郎

９７

鈴
木
　
美
子
　
　
　
新
里
　
莊
六

７２

江
森
重
男
　
　
　
　
梅
原
　
美
智
子

５８

新
井
　
嵩
　
　
　
　
江
口
　
重
行

８１

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ
へ

の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載
せ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

文芸
《

か

ほ

や

が

沼

》

まちの

募
集
し
ま
す

戸
籍
の
窓

黄
金
田
を
走
る
列
車
を
遠
見
つ
つ
鎌
を
も
つ
手
に
旅
心
湧
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
   石
村
　
艶
子

灯
の
に
じ
む
さ
霧
の
庭
に
起
き
い
で
て
 一
 夜
帰
ら
ぬ
猫
呼
び
て
み
る

ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
礒
川
　
千
秋

三
人
目
の
ひ
孫
も
 男
 の
子
三
千
余
グ
ラ
ム
な
く
声
大
き
い
と
今
朝
伝
え
来
る

お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  立
川
ツ
ヤ
子

い
ち
ぢ
く
の
 熟
 る
れ
ば
朝
な
集
い
来
て
雀
が
歌
う
我
が
家
の
楽
園

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
木
　
よ
し

こ
の
夏
の
猛
暑
に
め
げ
ず
大
利
根
の
土
手
に
ポ
ツ
ン
と
彼
岸
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
賀
久
美
子

長
き
影
 夫
 と
踏
み
つ
つ
土
手
の
上
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
に
と
毎
日
歩
く

つ
ま
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必ず電話してから受診してください
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撮影場所　中谷地先

梅原・中谷・南大島地区を南北に横断し、谷田川へ流れ込んでいる邑楽用水路付
近から分岐された排水路では、冬場でも暖かい日になると、時々釣り糸をたらして
いる人々を見かける事ができる。町では排水事業が整備され小魚達の住みかもコ
ンクリート製の排水溝に変わったのかと思うと時の流れを感じる。これからも小魚
達が安心して住める町であって欲しい。

小春日和

かわをたずねて

写真・文　明和フォトクラブ　増田　稔

（平成１９年１１月１日現在）

　総人口　１１，６５１人　（＋１６）
　　男　　　５，８６０人　（＋９）
　　女　　　５，７９１人　（＋７）
　世帯数　　３，７３５世帯（＋１６）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

板倉耳鼻
（８０）４３３３

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

館林医院
（７４）２１１２

落合医院
（７２）３１６０

館林地区
と同じ

１２月２３日（日）

－
森下内科
（７３）７７７６

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

うえの医院
（７２）３３３０

－１２月２４日（月）

－
真中医院
（７２）１６３０

海宝病院
（７４）０８１１

多々良診療所
（７２）３０６０

－１２月２９日（土）

川田耳鼻
（７２）３３１４

神尾内科
（７５）１２８８

慶友整形
（７２）６０００

吉田内科
（７０）７１１７

小西医院
（８６）２２６１

１２月３０日（日）

－
館林厚生病院
（小児科のみ）
（７２）３１４０

小曽根整形
（７２）７７０７

松井内科
（７５）９８８０

－１２月３１日（月）

－
館林厚生病院
（小児科のみ）
（７２）３１４０

土井レディス
（産婦人科）
（７２）８８４１

落合医院
（７２）３１６０

－１月１日（火）

－
館林厚生病院
（小児科のみ）
（７２）３１４０

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

まりレディス
（７６）７７７５

－１月２日（水）

－
おぎわら
（６１）１１３３

最上胃腸科
（７４）３７６３

多々良診療所
（７２）３０６０

－１月３日（木）

川村耳鼻
（７２）１３３７

益田小児科
（６２）５５３５

川島脳外科
（７５）５５１１

ごが内科
（７３）７５８７

館林地区
と同じ

１月６日（日）

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

竹越医院
（８４）３１３７

岡田整形
（７２）３１６３

後藤内科
（７２）０１３４

竹越医院
（８４）３１３７

１月１３日（日）

－
菅沼医院
（７２）９０９０

新橋病院
（７５）３０１１

まりレディス
（７６）７７７５

－１月１４日（月）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(緯７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

（７２）３１４０

夜間急病診療所（内科・外科）
　(７３)２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
（７３）８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医

　　士急病……………１９件
　　士交通事故……… ９件
　　士その他………… ５件
　　士合計……………３３件

１１月の救急車出動回数


